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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月6日(2010.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置内のイベントの発生に応じて、該イベントの発生を示すＲＳＳ情報を生成
し、該ＲＳＳ情報に該イベントに対応するレベルを割り当てる生成手段と、
　前記生成手段により生成されたＲＳＳ情報と、該ＲＳＳ情報のレベルとを保存する情報
保存手段と、
　前記情報保存手段により保存されたＲＳＳ情報の量が予め定められた上限を越えるか否
かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により超えると判定された場合に、前記情報保存手段に保存されたＲＳＳ
情報の内、レベルが低いＲＳＳ情報を削除し、新たに生成されるＲＳＳ情報のための空き
容量を確保する削除手段と
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、発生したイベントが画像形成装置の障害である場合、生成したＲＳＳ
情報に障害の種類に対応する固有の識別子を関連づけるとともに、障害以外のイベントよ
りも高いレベルを割り当て、
　発生したイベントが障害からの復帰である場合、保存されたＲＳＳ情報の内、復帰した
障害に対応する識別子が関連づけられたＲＳＳ情報を検索し、該当するＲＳＳ情報に付与
されたレベルを下げるよう制御する制御手段を更に備えることを特徴とする請求項１に記
載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記生成手段は、前記ＲＳＳ情報に生成した日時情報を付加して保存し、
　前記削除手段は、削除対象となる前記レベルが低いＲＳＳ情報として、レベルが最も低
いＲＳＳ情報が複数存在した場合、その中から、付加された前記日時情報が最も古いＲＳ
Ｓ情報を保存されたＲＳＳ情報から削除することを特徴とする請求項１または２に記載の
画像形成装置。
【請求項４】
　保存されているＲＳＳ情報のレベルを変更した場合、デバイスに障害が発生しており、
かつ、その障害に応じたＲＳＳ情報が保存されていないことを判定する第２の判定手段を
更に備え、
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　前記第２の判定手段による判定の結果、デバイスに障害が発生しており、かつ、その障
害に応じたＲＳＳ情報が保存されていない場合、当該障害の発生のイベント発生時に生成
されるはずのＲＳＳ情報を前記生成手段により生成することを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　画像形成装置内のイベントの発生に応じて、該イベントの発生を示すＲＳＳ情報を生成
し、該ＲＳＳ情報に該イベントに対応するレベルを割り当てる生成手段と、
　前記生成手段により生成されたＲＳＳ情報と、該ＲＳＳ情報のレベルとを保存する情報
保存手段と、
　前記情報保存手段により保存されたＲＳＳ情報の量が予め定められた上限を越えるか否
かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により超えると判定された場合に、前記情報保存手段に保存されたＲＳＳ
情報の内、レベルが低いＲＳＳ情報を削除し、新たに生成されるＲＳＳ情報のための空き
容量を確保する削除手段と
してコンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項６】
　前記生成手段は、発生したイベントが画像形成装置の障害である場合、生成したＲＳＳ
情報に障害の種類に対応する固有の識別子を関連づけるとともに、障害以外のイベントよ
りも高いレベルを割り当て、
　発生したイベントが障害からの復帰である場合、保存されたＲＳＳ情報の内、復帰した
障害に対応する識別子が関連づけられたＲＳＳ情報を検索し、該当するＲＳＳ情報に付与
されたレベルを下げるよう制御する制御手段としてコンピュータを更に機能させることを
特徴とする請求項５に記載のプログラム。
【請求項７】
　前記生成手段は、前記ＲＳＳ情報に生成した日時情報を付加して保存し、
　前記削除手段は、削除対象となる前記レベルが低いＲＳＳ情報として、レベルが最も低
いＲＳＳ情報が複数存在した場合、その中から、付加された前記日時情報が最も古いＲＳ
Ｓ情報を保存されたＲＳＳ情報から削除することを特徴とする請求項５または６に記載の
プログラム。
【請求項８】
　保存されているＲＳＳ情報のレベルを変更した場合、デバイスに障害が発生しており、
かつ、その障害に応じたＲＳＳ情報が保存されていることを判定する第２の判定手段とし
てコンピュータを更に機能させ、
　前記第２の判定手段による判定の結果、デバイスに障害が発生しており、かつ、その障
害に応じたＲＳＳ情報が保存されていない場合、当該障害の発生のイベント発生時に生成
されるはずのＲＳＳ情報を前記生成手段により生成することを特徴とする請求項５乃至７
のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項９】
　画像形成装置内のイベントの発生に応じて、該イベントの発生を示すＲＳＳ情報を生成
し、該ＲＳＳ情報に該イベントに対応するレベルを割り当てる生成工程と、
　前記生成手段により生成されたＲＳＳ情報と、該ＲＳＳ情報のレベルとを保存する情報
保存工程と、
　前記情報保存工程により保存されたＲＳＳ情報の量が予め定められた上限を越えるか否
かを判定する判定工程と、
　前記判定工程により超えると判定された場合に、前記情報保存工程により保存されたＲ
ＳＳ情報の内、レベルが低いＲＳＳ情報を削除し、新たに生成されるＲＳＳ情報のための
空き容量を確保する削除工程と
を有することを特徴とするネットワークデバイス管理方法。
【請求項１０】
　画像形成装置内のイベントの発生に応じて、該イベントの発生を示すＲＳＳ情報を生成
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し、該ＲＳＳ情報に該イベントに対応するレベルを割り当てる生成手段と、
　前記生成手段により生成されたＲＳＳ情報と、該ＲＳＳ情報のレベルとを保存する情報
保存手段と、
　前記情報保存手段により保存されたＲＳＳ情報の量が予め定められた上限を越えるか否
かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により超えると判定された場合に、前記情報保存手段に保存されたＲＳＳ
情報の内、レベルが低いＲＳＳ情報を削除し、新たに生成されるＲＳＳ情報のための空き
容量を確保する削除手段とを備える画像形成装置と、
　前記生成手段により新たに生成されたＲＳＳ情報を取得し、取得したＲＳＳ情報に対応
するイベントの発生を表示する端末装置と
を具備したことを特徴とする画像形成装置管理システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記目的を達成するために本発明は以下の構成を有する。
　画像形成装置内のイベントの発生に応じて、該イベントの発生を示すＲＳＳ情報を生成
し、該ＲＳＳ情報に該イベントに対応するレベルを割り当てる生成手段と、
　前記生成手段により生成されたＲＳＳ情報と、該ＲＳＳ情報のレベルとを保存する情報
保存手段と、
　前記情報保存手段により保存されたＲＳＳ情報の量が予め定められた上限を越えるか否
かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により超えると判定された場合に、前記情報保存手段に保存されたＲＳＳ
情報の内、レベルが低いＲＳＳ情報を削除し、新たに生成されるＲＳＳ情報のための空き
容量を確保する削除手段とを備える。
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